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2.  ToF-SIMS による毛髪の解析 
 毛髪表面のキューティクルは複数の組織で構成されており、大きくは A-layer，exo-cuticle，
endo-cuticle に分けられる。さらに最表面では脂質層を形成し、その下に epi-cuticle と証されるア
ミノ酸組成の異なる組織が存在すると提唱されている。しかし、epi-cuticle の存在については形態
観察や組織の分取による研究が行なわれているが、十分な検証は成されていなかった。そこで、生体
分子に対してソフトな分析が可能なC60クラスターイオン源を使ったTOF-SIMSによる深さ方向分析を
毛髪表面の構造評価に応用することにより、組織分取することなく直接解析することを可能とした。
 
 
結果として、毛髪におけるキューティクルの層構造に対応する深さ方向分布（プロファイル）を得る
ことに成功し、最表面にはシステイン／シスチンが特異的に多い層が存在することを示した。さらに
最表面の脂質成分とチオエステル結合したシステインで構成されていることを明らかにし、この層は
epi-cuticle と帰属され、毛髪最表面で脂質層を形成する為に需要な役割を担っていることを示した。
 
 以上のように、本論文は毛髪に関してこれまで明らかになっていかった構造を明らかにし、多くの
知見を提供している。本論文で得られた知見は、毛髪研究および他の複雑な生物材料の解析に大きく
貢献すると期待される。よって、本審査委員会は本論文を学位論文として十分な価値を有するものと
判断した。 
 
 
 
 
